
Meikai University
2018年明海大学「大学と地域連携の未来」シンポジウム

2017年教職課程センター・
地域学校教育センターの歩み

文責 大池公紀（外国語学部教授）
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ちば！教職たまごプロジェクト壮行会
自治体別教員採用模擬試験
第3回教員採用模擬試験
教職講座（敎育原理・敎育法規）開始
教員採用論文講座開始

4月

オープンキャンパス ブース初開設
教職教養講座（時事通信社）開始
4年生教育実習開始

5月

面接指導講座開始
教職履修者全員相談月間6月

教員採用試験受験者激励会7月

教員採用試験傾向分析会（東京アカデミー）10月

教職ガイダンス（東京アカデミー）
教員免許更新講習
各都県2次対策面接
教員採用2次実技（英語）指導

8月

学部各学科教職科目履修ガイダンス
千葉県教師未来塾申請

9月

3年生対象スタート模擬試験
東京都教育委員会訪問研修会（2・3年生）

11月

千葉県教育委員会教員採用選考説明会
第1回FD研修会「日本の伝統文化を知り国際人へ」 

シテ方観世流九世 橋岡久太郎先生
12月

第1回全国教職採用模擬試験
第2回FD研修会「言葉に息を吹き込もう」

朗読家 青谷優子先生
小学校教員免許取得説明会
東京都教育委員会教員採用選考説明会

1月

教職原理・教職教養等教職講座開始
国語・英語教科支援講座開始
英語教授法合宿
第2回全国教職採用模擬試験

2月

教職勉強合宿
自治体別全国教職採用模擬試験
新年度教職ガイダンス 

3月

第1回足立区連携協議会
第1回都立高校4校連携協議会
都立飛鳥高校日本語教育支援開始

4月

足立区立連携中学校訪問開始5月

足立区連携協議会事務局会
都立竹台高校教員研修会
都立飛鳥高校教員研修会
都立葛西南高校構内寺小屋支援開始

6月

浦安市立小学校中国語翻訳支援
都立南葛飾高校教員研修会
浦安市立美浜南小学校学習支援開始
都立田柄高校交流会実施

7月

浦安市教育委員会連携事務局会
第2回都立高校4校連携協議会
都立田柄高校教員研修会

10月

都立南葛飾高校日本語教育支援
浦安市敎育ボランティア打合
浦安市小学校教員英語指導研修会

8月

足立区立第五中学校交流会9月

明海大学あけみ英語村開催（足立区立西新井小学校児童）
足立区民生涯学習講座（日本語）開始
足立区民生涯学習講座（英語初級）開始
足立区民生涯学習講座

（おもてなしブラッシュアップ講座）開始
第2回足立区連携協議会

11月

第1回都立高校中国語・日本語通訳コンテスト
都立南葛飾高校交流会
浦安市立美浜南小学校学習支援

12月

都立南葛飾高校教員研修会1月

第3回足立区連携協議会
第3回都立高校4校連携協議会3月

竹の塚中学校・西保木間小学校交流会
入谷南中学校交流会
2018明海大学「大学と地域連携の未来」シンポジウム
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明海大学あけみ英語村 ―小学生異文化交流プロジェクト―
百瀬美帆 （地域学校教育センター准教授）

Ⅰ. 日　程

 西新井小学校児童事後アンケートより

まとめ

2016年度に足立区教育委員会が示した「足立区5か年計画」の5つの柱のひとつである「小学校英語指導力向上研修」に関わる初事業として「明海大学あけみ英語村」を開催し、小学生1グループ（4名程度）
に対し、外国人留学生3名、日本人学生1名が行動を共にし、様々な活動を行う。活動中の使用言語をできるだけ英語とすることで、小学生が外国語活動で聞いたり、話したりしたことがある表現を使う
機会を提供した。

概    要

 参加者が将来この経験を振り返った時に、自分自身が世界の一員であることに気づくきっかけとなってくれていることを願う。
 また受け入れ側の学生の73%が、「小学生をもてなすのは楽しかった。」と回答したことも大学側にとっての大きな成果の表れと言える。

事後アンケートの結果から、これらのアクティビティを通して
西新井小学校児童にとって次のような成果があったと考えられ
る。（一部抜粋）

▶パキスタンの遊びで楽しむ大学生と小学生
体育館を中国、韓国、マレーシア、フィリピン、パキスタン、ウズベキスタン、ギリシャのゾーンに分け、
それぞれの地域出身の留学生が出身国の伝統的な遊びを小学生に紹介して一緒に遊んだ。留学生が主体的
に企画し小学生と積極的に関わることができた。

▶The Three Little Pigsの読み聞かせをする
学生たち

留学生２人と英語教職１年の日本人学生１名が
チームを組み、表情豊かにそれぞれのストーリー
を演じながら英語で読み聞かせ、コンテンツ中心
の外国語活動を実現した。わかり易い表現を選ん
で留学生の母国語でも読み、小学生がその言葉を
真似る試みもあった。

▶パキスタンの遊びを説明する学生

まあまあ楽しかった　2%楽しかった　3%

1　今回の遠足は楽しかったですか。

とても楽しかった　95%

外国語をもっと勉強したい
と思った。
78%

外国に行ってみたい
と思った。

60%

２　留学生との交流を通して感じたこと。（複数回答）

将来の仕事に外国語を生かしたい
と思った。

43%

（1）開村式：本学体育館
 ①自己紹介タイム
 ②アイスブレイキング　動物形態模写
  ※小学生＋留学生＋日本人学生のグループごと。

（2）昼食・自由遊び：芝生広場

（3）アクティビティスタート・セレモニー：
 明海大学吹奏楽部歓迎演奏等

❷ 各国遊び体験：体育館
※8か所に分かれて留学生出身国の遊びを紹介。

❸ 絵本読み聞かせ：ラーニングコモンズ
※3種類、「赤ずきん」「三匹のこぶた」「浦島太郎」の

絵本を留学生が英語と母語で読み聞かせる

（4）アクティビティ体験
 ※本学留学生・日本人学生と一緒に学内を移動し、

①～③のすべての活動を体験する。

❶ 外国人の先生による授業体験：MPPEC
※色、図形の英語を使いながら紙で工作する。

▶アイスブレイキングの司会進行

▶自己紹介をするロード准教授 ▶紙の七面鳥を作りながら説明するハヤシ教授

式典後に小学生の緊張を解くための活動
を行った。小学生３～４名と留学生２名
日本人学生１～２名が１グループを作り、
パトリツィア・ハヤシ教授、タイソン・ロー
ド准教授の進行により、英語で自己紹介、
英語で呼ばれた動物の動きや形態の真似
を行った。大学生の上手なリードと体を
動かすことで小学生の緊張は一気にほぐ
れ、大学生と手をつなぐ小学生もいた。

▶安井学長挨拶

▶児童に声をかける
高野副学長

▶明海大学吹奏楽部歓迎演奏
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田鍋桂子＊・木山三佳＊＊（＊明海大学外国語学部講師・＊＊同学部教授）

校内研修

１．「授業に活かす日本語教育」 担当：木山 三佳
　外国人生徒等に対する授業を担当する場合、日常的会話能力（BICS）に比べ認知
的学習言語能力（CALP）は習得に時間がかかることを知った上で、認知能力と言語
能力の二重の課題を抱えて授業に参加している生徒を支え上げる方策を考えること
が必要である。授業の展開方法としては、教科教育の典型的な授業展開を基本とし、
認知的発達に応じた体験や探求、発信といった学習活動として組み直すJSLカリキュ
ラムが参考になる。また、日本語教育で行われる語彙、発音、談話、文法などの指
導法を取り入れ、正確性や適切性の向上を意識することも教科学習の進行を保障す
るために大切である。授業で使える指導法を紹介した。

実施日　 
6月21日　東京都立竹台高等学校、
6月30日　東京都立飛鳥高等学校、
7月3日　東京都立南葛飾高等学校、
10月11日　東京都立田柄高等学校

２．「やさしい日本語－実践編1－基礎語彙の観点からのやさしい日本語を考える－」
担当：田鍋 桂子

　日本人の言語生活上で必要とされる語彙は、使用範囲の広さと使用頻度の高さで
ある程度客観的に抽出することができるが、唯一絶対の基礎語彙は抽出不可能であ
る。近年、災害に対応するための「やさしい日本語」が提唱されており、日本語を
母語としない生徒への指導にも役立てることができる。
　今回はニュースについて、大学生が「やさしく」書き直した記事とNHKの
“NEWS WEB EASY” の記事を比較しながら、日本人母語話者が見落としがちな語
彙の問題点を紹介した。

実施日　11月22日　東京都立南葛飾高等学校

副校長　倉持 佳正　先生
　今年度は7月と11月の2回にわたり教員向けの校内研修を実施しました。7月には、外国
語学部教授の木山三佳先生をお招きして、「授業に生かす日本語教育」をテーマに実施し
ました。JSL（Japanese as a Second Language）の生徒が、どのようにして日本語
での授業を理解しているかを解説していただきました。また、11月には、田鍋桂子先生を
お招きして「やさしい日本語」をテーマに実施しました。生徒の知っている語彙の量で日
本語理解の段階が決まってくるという内容でした。2つの研修ともに、日常会話ができるだ
けではなく、かなりの語彙を習得していないと授業内容の理解につながらないということ
を教えていただきました。今後の在京生徒への日本語指導について示唆に富む内容でした。

主幹教諭　小林 雅博　先生
　日本語を母国語としない生徒に対しての、適切な支援について考える良い機会とな
りました。我々が海外旅行に必要な外国語を学ぶのと、母国語ではない言語で様々な
学問を学ぶのとでは、大きな違いを感じました。まずは、生徒にとって障壁となって
いる部分を理解することが大切であると認識できました。また、多少レベルが高くと
も、日本人と同じ高等学校の教材を用いて、そこから必要な言語を学ばせる学習プロ
セスも必要であることがわかりました。在京外国人を受け入れて2年が経ちますが、
彼らの日本語の習得の速さには驚かされています。

日本語校内研修企画立案：教務部研修担当教諭　英語科　伊藤 聖子　先生
　去る10月11日、田柄高校で第二回目となる「日本語に関する校内研修」を行いまし
た。昨年度にもまして具体的で実践的な内容でご講義いただきました。明日の授業か
らすぐに使える事例や教材の紹介をしていただきました。研修会が終わったあとも質
問がある教員は残って木山先生に相談したり、教材の使い方などについて個別に教え
ていただきました。木山教授におかれましては、2回目のご来校ということもあり、田
柄高校の教育内容や独自の雰囲気などについて理解が深く、大変参考になるお話ばか
りでした。講義のみならず、演習も織り交ぜていただきあっという間の80分でした。
田柄高校には30%の外国にルーツをもつ生徒が在籍しており、どの教員も授業の展開
に悩みを抱えているので、外国につながる生徒がつまずきやすい個所や指導の具体的
なポイントを教えていただいたことは大変ありがたかったです。今後も明海大学とは
連携し相互に交流を深めることで、生徒に還元していきます。
課題としては、教員の参加が17名であったので、日程の時期を考えたり、時間に工夫
をしたりして一人でも多くの参加を求めていきます。
　来年度以降も日本語指導に関する研修会を引き続き実施し、日本語運用能力に課題

の多い生徒にわかりやすい授業をめざして研究と修養に励みます。

国語科　教諭　佐々木 木綿子　先生
　10月11日に、本校で日本語教育に関する校内研修が行われた。ここでは、非母語話者
にまず教えるべきサバイバル日本語の具体的な内容や、非母語話者に日本語を話す際は
短文にして語尾を「ます」で統一すること、1回の授業で教えるのは1つの内容に絞るこ
となど、かなり具体的な実践方法をご教授いただいた。また、生徒のレベルに即した各
テキストもご紹介くださり、限られた時間ではあったものの、かなり充実した研修となった。

　国語科　日本語担当　主任教諭　小西 悦子 先生
　木山先生の「授業に活かす日本語教育」では、生活場面を設定し、簡単で頻度の高い
サバイバル日本語を身につけさせること、絵やカードなどの視聴覚教材で、質問しながら
生徒理解度を確認していくこと、簡単な語彙を使って単文で指示や指導をすること等、実
践的な方法論に基づくご講義でした。ディクトグロスの演習では、文法・語彙・表記を向
上させる学習法で、私たちも集中しなければ言葉を聞き取れないということを体験しました。

今後は、現場の具体的な指導でのフィードバックおよび、本学で行なっている日本語支援とも関連性を持たせながら、現場の先生方が、体系的な知識を得ながら、より実際の指導に役
立てられる実践的な内容を提示できるよう、カリキュラムの整備をはかりたい。

Ⅱ．研修の内容と今年度の実施状況

Ⅲ．参加された先生方の感想

Ⅳ．今後の課題（結論）

　明海大学と東京都立高等学校４校との連携協定に基づき、在京外国人生徒等の指導に関する校内研修を、各高等学校で昨年度から継続的に行っている。
　今年度は４校において合計5回の研修を行った。

Ⅰ．はじめに

明海大学と東京都立高等学校４校との連携協定に基づき、在京外国人生徒等への指導に関する講習を昨年度から継続的に行っている。学びやすく役立つカリキュラムコースの設計をさらに考えたい。

概    要

東京都立南葛飾高等学校

東京都立田柄高等学校
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概    要

東京都立高等学校における日本語指導支援

①前学期（夏休み含む）21回、後学期14回、各2時間、合計70時間 
②指導対象生徒数（初級6名、初中級7名、中級6名）、

指導支援参加大学生数13名
③総合教科書を用いた文法、語彙、読解

 1．東京都立飛鳥高等学校全日課程

①前学期5回、後学期5回、各2時間合計20時間
②指導対象生徒数31名、指導支援参加大学生数9名
③前学期：総合教科書を用いた文法・語彙・読解
　後学期：読解

 2．東京都立飛鳥高等学校定時制課程

①前学期3回、後学期3回、各1時間合計6時間
②指導対象生徒数15 名（初級５名、中級5名、上級5名） 、指導支援

参加大学生数：10名
③コミュニケーション講座

 3．東京都立竹台高等学校

①前学期（夏休み含む）20回、後学期17回、各2時間合計74時間
②指導対象生徒数24名、指導支援参加大学生数17名
③総合教科書を用いた文法、語彙、読解

 4．東京都立南葛飾高等学校

● 今回の日本語指導支援に関して、アンケートを用い意識調査を行った。調査の結果から、参加前には、
はじめて参加する学生の多くが不安といったネガティブな情意を持っていた。参加後、日本語指導
支援を通して、学生は達成感ややりがいをといった自己効力感を得て、さらに次はどうするかと、
反省を行っており、内発的動機付けにつながっていることが分かった。

Ⅴ．おわりに

● 日本語指導支援の継続…教案や練習問題を作成し練習する機会の充実
● 教える生徒の実態の想定と現場での柔軟性…生徒のニーズやモチベーションを想定し、難易度や分

量を配慮した教案を作成する指導と想定が外れた場合にも柔軟に対応できるような準備
● 日本語指導支援に参加する際の不安の軽減…日本語指導支援に参加する学生の関係の緊密化、学年

間・コース間の交流

Ⅵ．今後の課題

日本語指導支援の一環として、明海大学外国語学部日本語学科学生29名が、東京都立飛鳥高等学校・東京都立竹台高等学校・東京都立南葛飾高等学校で、在京外国人生徒等に対して日本語指導支援
を行った。日本語教育、国語教育を専攻し、教員を目指す学生にとって日本語指導支援を通して、「教える側」である教員としての実践経験を得られる貴重な学び場となった。また、日本語指導支援
に参加をする中で、達成感や自己効力感を得ることで、「有能性」の欲求を満たすだけではなく、「自律性」、「関係性」の欲求にも影響し、内発的動機付けにつながっていた。

● 近年、小・中・高校に所属する外国人児童生徒等が増加している。それに伴い、日本語指導の必要性も、
増している。DLAによる日本語能力の判別や、「JSLカリキュラム」による日本語指導が必要とさ
れている。（文部科学省，2016）

● また、日本語の指導や、サポートを行う外国人児童生徒等教育に携わる教員の養成・研修モデル・
プログラムの開発・普及が教育支援の充実方策として提言されている。（文部科学省，2016）

● 学生の教員養成においては、動機付けもかかわっている。Deci＆ Ryan （1985） の自己決定理論
では、「自律性」「有能性」「関係性」の3つの心理的欲求を満たすことで、内発的動機付けが高められ、
課題に対して自己決定的に取り組む状態になるという。

● 特に「有能性」は、行動をやり遂げる自己の能力や自信であり、Bandura（1977） のいう自己効

Ⅰ．はじめに

そこで、本稿では、以下の2点の目的を設定した。
● 日本語指導支援に参加する学生がどのような情意を持っているかを明らかにすること
● 日本語指導支援前、支援後の情意的変化を明らかにすること

Ⅱ．目的

Ⅲ．各東京都立高等学校

山岸宏明＊・楊熙東＊＊ （＊明海大学複言語・複文化教育センター・＊＊明海大学外国語学部日本語学科）

力感（self-efficacy）が高まることが、「有能性」の心理的欲求を満たし、内発的動機付けを高め
ることにつながると考えた。

・日本語指導に関わることが初めてだった
ので新鮮だった。

・私にできるか少し不安だった。
・初めて行くとなった時は、「不安」だった。

● 学生が持つ情意について
日本語指導支援に参加する学生は、新しいことにチャレンジするという「楽しみ」の気持ちを持っ
ているが、それ以上に、「緊張・不安」の気持ちを持っていることが分かった。日本語教員、国語
教員を目指す学生として学んではいるが、模擬授業ではなく、実際に教えに行くことに対して、
障壁があると感じていると考えられる。

● 教案や資料の作成について
教案や資料の準備する過程の中で、学生は教える生徒のことを想定しながら、工夫しながら準備し
ていることが分かった。これらは教案作成の指導の効果であったと考えられる。一方、参加後の振
り返りでは、しっかり内容を練って、生徒のためになる授業をといった回答も得られた。これらの
反省は、次の機会に向けた反省だが、現場では、準備した内容が思い通りに進まなかった場合に対
応できるような、第2案を用意するといったことが必要になるのではないかと考えられる。

● 日本語指導支援を通した学生の変化について
参加前や、準備過程で感じていた「緊張・不安」が、参加後の振り返りでは、達成感や自己効力
感を得られ、「有能性」の欲求が満たされる結果となっていた。また、次の機会や「生徒のために
なる授業」についての回答もあり、「自律性」、「関係性」にも、この日本語指導支援に参加した経
験が有効に作用していることが考えられる。

・不安でいっぱいなのと、楽しみたいという気
持ちが入り交ざってました。

・生徒へ上手く教えたいことを伝えることがで
きるか不安や心配がありました。

・経験がないので不安だった。

参加前

・普段なんの疑問も持たずに使っている日本語
を教えるのは難しかった。

・自分の思い通りにならないことも当然あり、そ
れに柔軟に対応しなければならないと感じた。 

・楽しかったという気持ちが大きい。やりがい
がある。

・別れ際に「ありがとうございました、また授
業してください」という声を受け、次頑張ろ
うと思った。

・支援を終わらせた直後は達成感がある。
・次はもっと上手くしようと思っている。授業

でも教案を作っているので、もっと場数を増
やしていきたい。

参加後

● アンケート時期：日本語指導支援実施後（2017年12月上旬）
● 対象者：日本語指導支援に参加した学生29人
● 質問項目

・日本語指導支援に参加前、参加後、日本語指導支援を通してどんなことを感じたり、考えたりし
ましたか。

・教案や資料作成などを準備する過程でどんなことを考えたり、思っていましたか。
・生徒は何を、もしくはどんな授業を期待していたと感じましたか。

● 日本語指導支援について ● 日本語指導支援を通して感じたことについて

・生徒が理解できる場面設定に気をつけた。
・文を短くしたり、絵カードやイラストを

使ったりするように気を付けた。
・どのような授業の流れにすれば、生徒が積

極的に発言できるようになるかと考えた。
・授業の準備に関してはもっとしっかり内

容を練って、楽しくも生徒のためになる
授業をできればよかった。

● 教案や資料の作成について

・一人でテキストをやるのではなく、教師
や、他の生徒とコミュニケーションを取
る活発な授業。

・高校の生活や普段の生活に活かせる授業。
・解りやすい日本語の授業を期待してたと

思う。
・書く活動よりも話す活動が多い方がいい

のかなと思いました。

● 生徒の期待について

１．アンケートの概要  ３．考察

 ２．調査結果

Ⅳ．日本語指導支援に関する学生の意識調査
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● 日本語指導支援参加前後における情意変化
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東京都教育委員会施策「校内寺子屋」支援

　東京都では、外部人材等を活用した「校内寺子屋」事業を都立高等学校で実施し、義務教育段階の基礎学力の定着が十分ではない生徒に対し、学び直し学習や自習を支援している。
東京都立葛西南高等学校での「校内寺子屋」事業は、2016年度より開始されており、本学の教職課程履修生が中心となり外部講師として英語の補習授業を支援した。

● 褒めたら褒めた分やる気になって課題に取り組んでくれる生徒が多く、
どんなに小さなことでも褒めて伸ばす事が大切なのだと実感しました。
寺子屋を通して、生徒のために、生徒目線になって英語を指導しなけ
ればならないという考え方に変わりました。 （川嶋）

● 寺子屋事業で学んだことは、生徒の立場に立って問題を一緒に解いて
いくことの大切さや内容をわかりやすく丁寧に生徒に伝えることの難
しさです。実際に生徒と触れあい、コミュニケーションをとることが
できたのはとてもいい経験となりました。 （大野）

● 私は、英語が苦手な生徒が寺子屋に来ているため、その生徒が納得す
るまでしっかりと説明をしたりしました。大変だったのは、やはり生
徒の立場になるということでした。このような経験ができたことはと
ても良かったと思います。 （小関）

● 少しでも生徒がやる気や英語に対する抵抗感をなくすために小さなこ
とでもよく褒めるように心がけるようにしました。この経験で生徒へ
の動機付けの工夫が重要になってくると改めて実感でき、今後にも活
かしていきたいと思いました。 （善志）

● 授業を行うに連れて生徒が出来るようになっていくのを目の当たりに
したことが1番の喜びでした。また、授業の進め方やコミュニケーショ
ンの仕方を一工夫する事で生徒の授業への関心や生徒の言語習得が高
まることを体験したことで授業が奥深く面白いものなんだと実感する
ことができました。 （富塚）

● 教えることは簡単なことだと思っていましたが、初めてみるといかに
わかりやすく説明するかで四苦八苦しました。しかし慣れていくにつ
れて、教えることの楽しさや、生徒がわかった時の嬉しさを共有でき
ることの喜びを知りました。これが教員をやってていいなぁと思える
瞬間なのかもしれないなと思いました。 （小林）

● 嬉しかった事は、生徒が前回に教えたことを覚えててくれて分かるように
なっていた事です。また、最初のころと比べると英語ができるようになっ
てくれたことも嬉しかったです。大変だった事は生徒１人１人で理解のス
ピードや進み方が違っていたので、生徒１人１人を見ながら教えることが
大変でした。また、英語を分かりやすく教えることも大変でした。（山下）

「校内寺子屋へのご支援を得て」
　本校では、英語に苦手意識をもっている生徒を対象に、放課
後の学力向上講習「校内寺子屋」を開講しており、講師として明
海大学から十三名の学生の皆様にお越しいただいております。
　通常の授業で分からなかったこと、質問しにくかったこと
でも、校内寺子屋では年齢の近い大学生の先生に質問がしや
すく、基礎から分かりやすく教えてもらえることが、生徒た
ちが前向きに参加する原動力になっております。
　今後も熱意溢れる明海大学の学生の皆様からのご支援をい
ただけますことを、切に願っております。

（東京都立葛西南高等学校　校長　坂本純一先生）

　私は、今回寺子屋に参加しました。そこでは、英語を苦手とする人のために、明海大学で英語を学ぶ学生の方々が基礎からご指
導してくださいました。寺子屋では授業で理解できなかったところも1から教えていただき英語の力が身についてきました。その結
果、中間考査、期末考査と点数が上がり私は、寺子屋の講習に参加できて良かったと感謝しています。寺子屋は、英語の基礎を作
り勉強をサポートしてくれました。この講習で学んだことをこれからも生かし頑張っていきたいと思います。 （1年生受講者）

　私は、中学校の時英語が苦手でした。高校に入学してからの英語の授業についていけるかとても不安でした。しかし、寺子
屋の講習に参加するようになって、苦手意識が薄らいできました。寺子屋では、基礎的な問題を主に学習しています。分から
ないところを質問すると、先生が細かく丁寧に教えてくださり理解することができました。分からないことが分かるようにな
ると嬉しいし、勉強が楽しく思えるようになりました。また、寺子屋の学習は、授業やテストにも大変役に立っています。今
後も自分の学力向上と自分の夢を実現させるために頑張って行きたいと思います。 （１年生受講者）

● 授業後に生徒と雑談をしていた際、彼らは本当は英語にとても興味が
あると分かった事が一番嬉しかったです。今後の指導で「英語は難し
い」という偏見を崩してあげたいと強く感じました。 （星野）

● 個別指導のような形で苦手を詳細に学ぶ時間が取れたため、充実した
指導ができたと思います。また、余った時間では生徒が普段使う教科
書を用いて、学校の範囲の復習等も行いました。生徒の役に立つこと
ができ、とてもやりがいを感じました。 （上川）

● この寺子屋事業で、私は “教える” ことの大切さと楽しさを学べました。
生徒が問題に直面したとき、その問題へのアプローチの仕方や考え方
などを知らなければ、答えを導き出すことは難しいでしょう。生徒と
二人で答えを見つけていく、その理解を手助けできる “教える” とい
うことを改めて考え直す機会となりました。 （久木田）

● 生徒達の中でも得意、不得意があり全体の進行が遅れないように指導
するのはとても難しかったですが、その中で教えることの楽しさを見
出すことができました。生徒からの質問に答えることができた時や生
徒が理解してくれた時はとても嬉しく、教員になりたいという思いが
さらに強まりました。 （桑田）

● 英語が得意な生徒と苦手な生徒との差があったため苦手な生徒が遅れ
をとらないようにサポートするのが難しかったです。また、来年も寺
子屋に参加をするなら先生の授業がいいと言ってもらえたことが、1
番の自信につながりました。 （渡辺）

● 先生が変わる前の最後の授業の時に先生変わってほしくないという言
葉を聞いてとても嬉しかった。 （白石）

　寺子屋は、放課後に英語（主に文法）の基礎を学び直したい生徒を中心に補習授業という形で行われた。高校1年生対象クラスは火曜日と木曜日に曜日を変えて2クラスで行わ
れ、2年生は木曜日に1クラスで行われた。補習授業では、講師として本学の学生が1人ではなく、2人によるTT（Team Teaching）で行った。基本的には1人が授業の進行役
を、もう1人は補助役として務めた。
　昨年度と違う点は、受講対象クラスが昨年の2クラスから今年度は1年生から3年生まで全学年４クラスに増加したことと、授業では「学トレ」という教材を使用した点、そし
て、夏休み中の夏期講習も実施した点であった。

Ⅰ. はじめに

昨年から行った寺子屋事業は、今年はより実りの多いものであった。今後は、東京都立葛西南高等学校と連携をさらに深めながら、課題を明確化して、よりニーズにこたえら
れるように対応していきたい。

Ⅵ．今後の課題

Ⅱ．実施の様子

Ⅴ．東京都立葛西南高等学校の感想

Ⅳ．実施してみての気づきと感想

川嶋千明・大野浩輝・小関聖翔・星野健人・善志瑞歩・上川哲・久木田愛莉・富塚虎太・
松井理恵・桑田郁・小林崇晃・白石隆信・山下茉穂・渡辺幹太 （外国語学部英米語学科）

東京都立葛西南高等学校での「校内寺子屋」事業に対して、本学が連携協力を2016年から開始し、今年で2年目の取組みである。主に教職課程の学生を外部講師として派遣した。外国語学部英米語学
科から14名の学生を第1学年火曜日担当グループ（2017年6月開始；９カ月間；合計19回）と第1学年木曜日担当グループ（2017年6月開始；9カ月間；合計19回）、第2学年担当グループ（2017
年6月開始；10カ月間；合計28回）、第3学年担当グループ（2017年7月開始；合計7回）の計４グループ編成で派遣し、支援を行った。講師をした学生は将来教師を志す思いを強くすることにつながった。

概    要
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概    要
大池公紀（外国語学部教授）

東京都立高等学校国際理解教育支援

（1）実施内容
①日時　2017年７月12日（水）14:00～16:30
②本学参加留学生　14名
③参加生徒 一学年生徒＋国際交流委員会生徒
④６時間目　１学年５クラス　各3名訪問
　放課後　　交流懇親会（会議室）

（2）参加生徒の言葉
1年　小林　菜乃さん

　この田柄に来てくださった留学生の人たちと様々な国や日本の学校の違いを話すことがで
きて、とてもよかったです。また留学生が来てくださるのが楽しみです。

1年　臼杵　恵理子さん
　3人の外国の方がクラスに来てくださり、それぞれの国や地域のことについて聞いた
り、彼ら自身がどのように日本で奮闘しているのかを聞いて、とてもいい経験になりま
した。今後、このような経験をたくさんして生かしていきたいと思います。

（3）担当教員からのメッセージ
総務部主任　主任教諭　堀内　明子先生

　明海大学留学生14名が全5クラスに別れ交流会が始まり、出身国のことや日本に来た目
的などのテーマに沿って本校生徒にもわかりやすくお話をしてくださいました。生徒たちが興
味深そうにお話を聞いている姿が印象的でした。授業終了後の交流会においては、飛び込
み参加を含め33名の国際交流委員の生徒が留学生と交流し大変な盛り上がりでした。とて
も貴重な体験をありがとうございました。

連携担当　総務部　主任教諭　谷藤　康先生
　今年度は7月12日（水）、6校時に1年各クラスとの交流会、放課後本校国際交流委員1年
生徒と約1時間懇談会を実施した。今期1学年（37期生）は敢えて混合クラス編成とし（2学
年から普通科・外国文化の2コースに分かれる）、全クラスに在京外国人枠応募生徒を配
し、全員が日常的に多文化交流を体験するように代えたが、この効果が存分に発揮され、各
クラスで留学生と同じ母国語を語る生徒たちが中心となって活発な交流が展開し、共に有
意義な時間を送ることができた。

Ⅰ. 東京都立田柄高等学校との交流事業

（1）実施内容
①2017年12月18日（月）14:00～16:20
②本学参加学生及び留学生　10名
③参加生徒　在京外国人生徒14名
④茶道体験  →  交流懇親会

（2）参加生徒の言葉
1年生　高　子明くん

　交流会では、今回はじめて茶道を体験しました。明海大学の茶道部の方に、茶道の礼儀
を教えてもらい、とてもたのしかったです。南葛飾高校の茶道部のお手前で、お菓子を食
べ、お茶を飲みました。とてもおいしかったです。そのあと、学生の方と僕たちで、自分の趣
味や学校生活、授業のことなどを話して交流しました。とてもたのしかったです。

1年　于　欣さん
　初めて明海大学の方との交流会に参加して、茶道も初めて体験した。学生の方と一緒
にゲームをして、とてもおもしろかった。交流会に参加したことで、大学に行くことが
大切だとわかり、大学のことをよく考えるようになった。大学に行くために、今は日本
語の勉強が必要だとわかった。

（3）担当教員からのメッセージ
副校長　倉持　佳正先生

　12月18日に実施した明海大学学生10名と本校在京外国人生徒14名との交流会はたい
へん実のあるものでした。昨年度は、雑煮・たこ焼きつくりと懇談でしたが、今年度は、茶
道体験と大学生活の懇談を中心に行いました。明海大学茶道部員のわかりやすい作法の
説明によって、茶道の作法だけでなく、日本文化の大切な精神をも教えていただきました。
また、学生の方々からいただいた大学生活のお話は、実体験に基づく様々な有意義な内容
で、生徒たちの進路意識の明確化に大いに役立ち、かつ、希望を与えていただいたと思い
ます。今後は、生徒たちが日本語学習や大学進学への意欲を高め、努力することを期待して
います。当日お越しいただいた学生の皆様、本当にありがとうございました。次回は、生徒
たちを新浦安キャンパスの見学に行かせたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

担当教諭　楠　瑠奈先生
　12月18日に、明海大学の学生10名に御来校いただき、本校在京外国人生徒14名との
交流会を実施しました。茶道体験では、明海大学茶道部員の皆様に作法を説明いただいた
後、本校茶道部員のお点前で歓待しました。みな真剣に、かつ楽しく茶道の作法を学びま
した。在京生徒にとっては初めての茶道でしたが、学生の方々に声をかけていただき楽し
く体験できたようです。そのあと、学生の方々から大学生活の様子をお話しいただき、大
学生活へのイメージをもつことができたようです。今回の交流会を通して、日々の日本語
学習への意欲も高まったようで、感謝いたします。

（4）参加学生感想
　外国人学生と話していると、特に男の子はアニメなどの日本文化に興味が強いという
ことを強く感じたため、アニメ等を用いた教材であれば学生も勉強意欲を出しやすいの
ではないかと思った。 （日本語学科4年　田中　裕也）

　今回の交流会は生徒たちとの関わりが多く、日本の文化や伝統を共に体験することが
できました。最初はお互い少し緊張気味で、上手く話せずにいましたが、慣れてくると
生徒たちが自分たちから話しかけてくれたり、生徒たちとのコミュニケーションはとて
も取りやすくて楽しい時間でした。     （外国語学部日本語学科4年　倉田　裕太）

Ⅱ. 東京都立南葛飾高等学校との交流事業

参加生徒・学生の笑顔を見ることで満足するのではなく、東京都立田柄高校の生徒アンケートからも読み取れるようにこの交流会の意義の大きい。高等学校をはじめとする学校現場
では、2020年オリンピック・パラリンピック以降を見据えて、国際理解教育をどのような方法で展開するかの課題を抱えている。明海大学が実施してきたこの方法が、1つの提案
となることを確信する。 

Ⅲ．交流会を終了して

明海大学では、2016年以来東京都立高等学校4校との連携協定に基づき本学学生及び留学生と高等学校生徒との交流会を実施している。2017年度は、7月12月に2校との交流会を行なった。昨年度
から継続的に行っている。 参加生徒・学生の相互の理解深化だけではなく、今後の大学高等学校連携のひとつのあり方を提案するものである。

ふかまった
60%

まあまあだった
34%

ふかまらなかった
3%

留学生との交流会の中で、留学生の母国に
ついての理解が深まりましたか

無回答

つたわった
78%

まあまあだった
19%

つたわらなかった
1%

留学生が日本で勉強をしている意気込み
や、情熱が伝わってきましたか。

無回答 2%
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浦安市小学校教員英語指導研修会

（1）開会行事
 ① 主催者挨拶
  浦安市教育委員会
  教育長　細田玲子
  明海大学
  副学長　高野敬三
 ② 講師紹介

（1）全体研修－英語で自己紹介・クラスルーム・イングリッシュ体験―
① パートナーを入れ替え繰り返し自己紹介活動を行った。初めは不安そ

うだった参加者も、” I like cakes.” など身近な話題について簡単な
英語で話すうちに笑顔が溢れるようになった。

② 教室で活用できる「話す順番決め」の工夫として、「話し終えたらふわ
ふわボールを投げ、受け取った人が次の話し手になる」という活動を
経験した。教師から指名されて話すのではなく、児童生徒同士が楽し
みながら発話のきっかけを作ることが大切である。

③ 小学生に対して使用する英語は単語レベルで構わないので、教師が英
語で話す楽しさを体現することが重要であり、教師の笑顔が生徒に
伝播することを参加者は体験した。

（2）校種別研修
① 小学校（17名参加）―When is your birthday ？―

● 小学校外国語活動で多くの学校で扱われている、 “When is your birthday？” の問い
に対して、ただ自分の誕生月と日にちを英語で言うだけでなく、グループ内で誕生日
順に並ぶというタスクを加える。そうすると質問 “When is your birthday？” と回答

（例） “January ten.”　を繰り返さなければならない必然性を活動に与えることがで
き、単に復唱して自分の誕生日を覚えるよりもはるかに楽しく効果的に英語を話せる
ようになる。参加者全員小学生の気持ちで活動に臨み、課題達成の喜びを自ら体験した。

② 中学校（4名参加）ー映像を活用したリテリングの指導－
● デジタル教科書に収められている実写映像を利用し、生徒から引き出した知識や情

報を教師がファシリテーターとして生徒を手助けし、映像を言葉で説明する手法を
紹介した。

▶ 自分が知っている語彙が少ないので、単語でもよいから覚えて使っていきたいと思いました。　（小学校教諭）
▶ できる限りオールイングリッシュでやってみようと思いました。　（小学校教諭）
▶ 英単語と中学程度の基本文の大切さがわかった。　（小学校教頭）
▶ 初めて、あまり英語に慣れていない子（人）にとっては、緊張しっぱなしになるのかなと思いました。でも、オールイングリッシュでも、

ゲームや楽しい、簡単な活動があれば、安心して、授業を受けられるのかと思いました。　（小学校教諭）
▶ 私自身、英語が苦手なため簡単な指示等も言えるかとっても不安でした。　（小学校教諭）
▶ 英語が苦手でも、簡単な単語でわかるように伝えればよいとわかり、安心しました。　（小学校教諭）
▶ 簡単な単語やフレーズを使えば小学生にも理解できると感じた。　（小学校教諭）
▶「あいまいさに耐える力」という言葉に納得しました。この力は、これからの社会（グローバル化etc.）に大切と思います。　（小学校教諭）
▶ できるだけ使って行きたい。自分自身が触れる機会が少ないので自信はない。　（小学校講師）
▶「オールイングリッシュ」と聞くと、身構えるところがありましたが、今日は楽しく参加ができ、ほっとしました。ちょっとがんばれは、できそう

な気になれました。　（小学校教諭）
▶ なぜ必要なのかが、よく分かりました。　（中学校教諭）   
▶ 最初は緊張しましたが、話し出すと、とても楽しく、生徒の気持ちを味わうことができました。　（中学校講師）
▶ 新出文型や文法事項の説明は日本語を用いることになると思うが、更にクラスルームイングリッシュ等の浸透を図っていきたい。

 （教育研究センター員）

百瀬美帆 （地域学校教育センター准教授）

Ⅰ. はじめに

Ⅱ．実施内容

Ⅲ．参加者アンケート結果（１）　

（2）全体研修
 ① 英語で自己紹介
 ② クラスルームイングリッシュ 
  を使った活動

（3）校種別模擬授業　
（4）全体協議
（5）閉会行事

明海大学と浦安市教育委員会は2017年3月21日に「小中学校における英語・外国語活動に関する支援」を掲げて連携協定を締結し、この連携事業の先陣を切るものとして次の2点を目的としてこの講
座が開催された
（1）地域連携協定を結ぶ浦安市の教員に対して、小学校英語教育に関する指導技法等を含む最新情報を提供すること。
（2）参加者同士の問題共有と指導指針を共有する契機を提供する。

概    要

勉強になった
10%

あまり勉強に
ならなかった

0%

活用しずらい
0％ 

大変勉強になった
90％

問1．本講座の内容について

問2．本講座は、これからの授業実践で
活用できそうですか

活用できる
14％ 

大いに活用できる
86％ 
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概    要

自己マスタリー（支援者としての課題を見据えてボランティア活動に臨む）

● 参加学生は、補完的学習支援場面で「褒めること」「考えさせる」ことを中心テーマとして体験し活動を省察した。経験を省察によって、概念化し、概念をまた現場の事象に還元し試行していく中で、
対応の法則性を見出した。参加学生は児童に「正解」を教える支援から、児童が答えを見出す「過程」を大切にする支援へと対応を変化させた。また、児童の成長や指導の手応えを感じ取り、前向きで
自発的なマインドセットが促進されていた。

Ⅴ．結論

Ⅰ. はじめに

Ⅱ. 目的

Ⅲ. 活動の概要　2017年度美浜南小学校における学校支援ボランティア活動と前後のフィードバック学習

Ⅳ. 結果・考察

省察

試行 概念化

杉原康太・岡部智華・稲石励・栗原廉 （明海大学外国語学部日本語学科）

教職志望の学生にとって、学校支援ボランティアへの参加は、教育実習や介護等体験以外で、児童や生徒とのかかわりを体験できる貴重な学びの場となりうる。本報告では、教職志望の大学生が、
小学校学習支援のボランティア活動とフィードバック学習を通し、支援をめぐる課題をどのように省察・概念化し、学びを深めたのかを明らかにした。参加学生は、「褒めること」「考えさせる」こ
とを中心に体験し、その活動を省察した。その上で、児童に「正解」を教える対応から、児童の答えを見出す「過程」を大切にする支援へと対応を変化させていた。また、児童の成長を実感し、教
員志望者としての手応えを得ながら、前向きで自発的なマインドセットが促進されていた。

（経験学習モデル　D.A.Kolb 1984）

● 学校支援ボランティアは、子どもたちが安全に安心して豊かな学校生活を送れるように、さまざまな
教育活動の中で、学校や先生方をサポートし、子どもたちを支援すること（霜田、2011）。

● 2016年度の美浜南小学校における本学学生が参加した、学習支援ボランティア活動では、その前後
に事前学習、フィードバック、事後学習などの主体的な学びを取り入れた。その結果、学習支援参加
者は、支援者としての自らの課題への気づきがおこり、学習支援ボランティアを通し自己マスタリー

（理想と現状の差を明確にし、理想の状態に近づけるプロセス）が促進されていた（田鍋・樋口，2017）。

● 教職志望の大学生が、小学校学習支援ボランティア活動とフィードバック学習を通し、支援をめぐる課題をどのように省察・概念化し、学びを深めたのかを明らかにする。

学校支援ボランティアとは

● 具体的な経験を通して、省察
する（経験を多様な観点から
振り返る）。抽象的思考によ
り概念化し、応用力を育む。
さらに、フィールドに戻り、
新しいやり方を試みる。

経験学習としての学校支援ボランティア活動

児童からのメッセージ

学習支援ボランティア活動から学んだこと

丸つけ「作業」の役割
声をかけたり、褒めたりしても
やる気が出ない児童がいる
どう声かけすればよいか、
わからない

具体的な経験 省察（個人・仲間）

あえて、児童自身に採点を任せ
てみる

「資質」ではなく、「取り組む 
姿勢」「努力」を褒める
寄り添う

試行
「学習」のための支援
「正解」より、答えを出す「過程」
を大切にした支援が、児童の意欲
を生み出す
児童のこころは、表情に出る

抽象化・概念化・理論化

反省対応への戸惑い

気づき指導の手ごたえ　児童の成長の喜び

新たな課題への
チャレンジ

経験

事前学習
・支援者としての基本姿勢
・支援者としての課題の確認
・自己マスタリー目標の設定

● 期間：平成29年7月12日～ 7月18日
● ボランティア参加者

日本語学科学生16名
● 支援内容：補完的学習支援

「夏のさわやかスクール」

● 期間：
平成29年12月15

～12月20日
● ボランティア参加者

日本語学科学生14名

● 支援内容：補完的学習支援

「冬のほかほかスクール」

中間フィードバック
・具体的な支援に関する

ディスカッションとロー
ルプレイングによる省察

事後学習
・「考えさせる」発問 
・体験した支援に関する

ディスカッション
・プロセスレコードによる省察
・新たなマスタリー目標の設定

クラスティングによる効果的な
学習支援に関するディスカッション

a1

b1

c1

a2

b2

c2

a3

b3

c3

a4

b4

c4

丸つけ「作業」では、だめなので
はないか？
褒めてばかりでも、学ぶ意欲につ
ながらないのはなぜ？
児童一人ひとり背景が異なる

教員志望者
として

前向きで
自発的な

マインドセット

浦安市小学校補完的学習支援
─浦安市立美浜南小学校での補完的学習支援活動から教職志望学生が学んだこと─
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概    要
小川唯＊・神崎龍志＊＊ （講師＊・准教授＊＊）

　翁小婷　佐々木珽宇　島田美佳　徐卓　官珊珊 （中国語学科学生および日本語学科・英米語学科の中国人留学生）

浦安市立小学校中国語翻訳支援

　本活動は、浦安市教育委員会と明海大学の連携協定締結に基づき、当初から同委
員会より要望のあった、中国語を母国語とする保護者への支援として開始した。具体
的には、モデル校である市立北部小学校の保護者向け配布物（夏休みの生活に関す
る注意事項）を、中国語学科等で通訳を学ぶ学生が分担作業で中国語に翻訳し、作
成した中国語版の配布物を、浦安市教育委員会を通じて同小学校の中国語話者のいる
家庭に配布してもらうというものである。
　この活動により、小学校と保護者の連絡を円滑にする効果が期待できるほか、学生
にとっても、大学で学んだ中国語を地域社会のために生かし、同時に、通訳の基礎と
なる翻訳スキルを磨く貴重な経験を得ることができる。

　本活動を開始するにあたり、浦安市教育委員会により、モデル校を北部小学校に
選定した。その後、同校が配布物を選定し、中国語翻訳を依頼した。
　翻訳作業の統括と校正は、現役通訳者
である中国語学科准教授神崎龍志が担当
した。その指導のもとで、大学入学前か
ら一定の中国語力を有する既習者対象の
授業、及び中国人留学生と日本人学生が
共同で通訳を専門的に学ぶ授業を受講す
る学生が、授業の課題の一つとして取り
組むこととした。

　2017年6月下旬に、コーディネーターを介した打ち合わせを行った。その結果、モ
デル校を1校にしぼり、試行的に夏休み関連の文書を翻訳することを決定した。
　7月13日、教育委員会から7件の翻訳依頼を受け、4つの授業で学生17名を動員し、
分担して中国語への翻訳を行った。これにより、ある程度の分量に対応できることが
確認された。しかし1週間での納期では、校正に十分な時間がかけられないこと、学
生へ学習につなげるフィードバックができないことを考慮し、協議の結果、翻訳する文
書を1件に選定した。中国語学科2年生が分担して翻訳を行い、その残りの翻訳と中国
語のチェックを中国人留学生が行い、指導教員の校正を経て、7月24日、完成した翻
訳文が教育委員会に提出された。翻訳文は教育委員会を介して小学校の中国人保護者
に配布され、好評であった。

Ⅰ. はじめに

Ⅲ. 実施の様子

　通訳の授業ではニュース原稿を用いることが多いので、全く異なる形式の文書の翻
訳は意義深い。
　留学生にとっては、「なぜそのことを知らせる必要があるのか」という背景も考慮し
ないと、伝わる訳文にならないので、日本の文化や習慣を再認識できるだろう。また
中国語学科で学ぶ中国語中・上級者の学生にとって、地域貢献という明確な目的は勉
強のモチベーションアップになる。
　課題としては、今回は初めての作業ということもあり、納期に余裕を持つべきであっ
た。学生は各人、日本語の読解力と中国語の表現力のレベルの差が大きいため、教員
による校正、語彙の統一が必要である。翻訳・修正・校正と段階を踏み、学生がスキ
ルアップの機会を得るようにするためには、当面は3週間ほどの作業時間が望ましい。
入稿までのサイクルを確立すれば、学生の学習効率も上がり、将来的により早い入稿
が可能となるだろう。 （神崎　龍志）

（1）中国語学科学生
●通訳と異なり、翻訳は相手の手元に残るので、訳す際に特別な緊張感があり、難し

く感じた。

Ⅳ． 翻訳活動の感想

　浦安市立北部小学校は、千葉県浦安市の北栄地区にある小学校である。

　夏休みのしおりを翻訳していただけるというお話は、大変ありがたいことでした。
本校に在籍している中国籍のほとんどが、両親がまったく日本語をつかう環境
にないので、連絡等でお手上げ状態になっているのが現状です。
　担任のスマホの翻訳機能で対応しようとしているのですが、なかなかうまく機能
していません。
　今後、長期休業のお手紙だけでなく、宿泊学習の際の、保護者説明会資料の
ようなものに手を広げていただけると大変助かります。

（北部小学校　教頭　高橋弘一先生）

Ⅱ. 浦安市立北部小学校

　この活動は始まったばかりであり、試行錯誤の段階にある。しかしすでに学生からは、貴重な翻訳体験に前向きな感想が出され、北部小学校の担当者からは、中国語を母語と
する保護者から大変好評であったと伝えられており、今後も地域社会と学生双方に有益な本活動を、引き続き展開していくことが確認された。
　今後の課題は、①翻訳の依頼時期により多くの時間的余裕を設けること、②授業における効率的な作業サイクルと校正体制を確立することであろう。これらにより、支援の範囲を
拡充し、経験を積み重ね、大学の学びを地域社会へ還元して、浦安市の国際化を支える次世代の育成につなげたい。

Ⅴ． 今後の課題（結論）

明海大学と浦安市との連携事業の中で、近年増加が顕著な、中国語を母国語とする児童の保護者への支援として、浦安市立北部小学校の配布物を、明海大学外国語学部で日本語・中国語の通訳を学
ぶ中国語学科学生と日本語学科・英米語学科の中国人留学生が中国語に翻訳し、同小学校の中国語話者のいる家庭に提供した。同小学校からは好評であり、参加学生にも学習効果や達成感が見られ、
意義深い活動であることが確認された。また今後は、定期的な活動サイクルの確立が肝要であることが示唆された。

●中国語会話は得意だと思っていたが、今回は書き言葉をたくさん勉強し、自分の
足りない部分に気がついた。

●小学校まで中国にいたことがあるが、プリントを配布する習慣がないので、それに
対応する中国語表現を新たに考え出す必要があった。

（2）日本語学科・英米語学科の中国人留学生
●カタカナや慣用句の意味が分からず、苦労した。
●書いてある内容を中国語にしたとき、命令口調にせず、保護者の方々に好印象で伝

わるように表現を工夫した。
●日本の学校の雰囲気を知れて、楽しかった。細やかなお知らせから、先生方の親切

さを感じた。
●またこのような機会があれば、ぜひ

参加したい。

　以上からわかるとおり、本学学生
はこの活動において、中国人保護者
の手元に残るものとして、特に緊張感
をもって作業し、日本と中国の文化や
言語表現の違いを学ぶ、またとない
良い機会を得た。

実施校からの感想

 対　　象 日　　時

指導教員の感想

参加学生の感想
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百瀬美帆（地域学校教育センター准教授）

足立区民対象生涯学習講座（英語）

（1）実施内容
①日時 2017年11月12日、19日・12月17日 
　　　　すべて日曜日　13:30~15:30
②目的 外国人観光客に足立区の魅力を伝えるグループプレゼンテーショ

ンを行うこと。
③教材 講師作成教材＋ADACHI CITY Newsletter

（2）ブラッシュアップ講座内容
　おもてなし講習修了者であるので受講者の英語運用能力はかなり高く、2時間をほぼオールイ
ングリッシュで通すことができた。ペアやグループでのウォームアップ活動においては、「伝えた
いこと」があるからこそ、伝達手段の英語が口をついて出てくるという、コミュニケーションの原
則を実践して見せてくれた。また、おもてなし上級者の表情は穏やかで、聞き手への配慮に溢れ
ていた事が印象的であった。3回目には、4人一組で足立区の魅力を外国人観光客にPRするプ
レゼンテーションを行った。題材として、足立区発行の “ADACHI CITY Newsletter” を活用
した。初対面のメンバーとの協同作業を行うことで、新たな人間関係が構築されたり、各人の担
当箇所が宿題となったために、家庭でも英語にふれるきっかけを作ることができた。
　発表会では3人の講師と足立区教育委員会指導主事が審査員を務め、発表内容に応じた
次の賞（10賞のうち3賞のみ紹介）を各グループに授与した。明海大学からは全員に賞品が
贈られた。

The Most Creative Information Award The Excellent Delivery Award
The Team Work Award　（右の写真のグループ）

“Let’s Introduce Adachi Ward in English” Class
This English class was aimed for higher level students who lived, 
worked or studied in Adachi Ward. Forty students signed up for this 
class representing a range of ages and occupations. This class met on 
three Sundays. The focus of this class was on making a group presen-
tation about Adachi Ward to the entire class. To prepare for the pre-
sentations the English version of the Adachi City Newsletter was used 
in class. The students worked diligently on their presentations and 
made considerable effort 
to introduce unique and 
interesting aspects of Ad-
achi Ward to their class-
mates. The three teachers 
along with an Adachi Ward 
official judged the presen-
tations and declared them 
to be informed and enter-
taining.

（Patriia Hayashi・
Tyson Rode）

― ブラッシュアップ講座参加者アンケート結果（回答数32）―
総合評価　満足25人（78.1%）普通7人（21.9%）

＜評価の理由（一部）＞
〇観光ボランティアになった気持ちで受けられたのでよかった。
〇講座がすべて英語で体験できてよかった。講師が反応を見ながらわかり易くかみ砕いて説

明してくれたので、「自分はわかる！」という感がして楽しかった。
〇初対面の方と限られた時間内で1つのプレゼンテーションを作り上げることは少々難しくも

よい経験となりました。
▽もう少し会話に重きをおいてほしい。
▽回数が少ないのが残念です。　　　
▽講座回数は5回以上にしてほしい。
＜講座に対する意見・感想　/ 足立区の大学連携に関する考えなど（一部）＞
◇区民の英語に力をいれてくれて感謝です。2020年に向けて講座を追加し区民の横のつなが

りを強くできるプログラムを期待しています。
◇コミュニケーションを中心とした講座がなかったので、今後も開催してほしい。
◇大学連携でこのような活動があることに大いに賛成です。
◇足立区は観光資源に乏しく「外国人のおもてなし」というテーマは無理があると思う。

区内の公園などには英文パンフレットがほとんどないので、区として改善の必要あり。

Ⅰ. 外国人おもてなしボランティアブラッシュアップ講座（全3回 40名）

（1）実施内容
①日時 2017年11月12日、19日・12月17日、
    2018年1月14日、28日 すべて日曜日　13:30~15:30
②目的 英語の平易な表現に慣れ足立区について英語で話すこと。
③教材 講師作成教材＋ADACHI CITY Newsletter

（2）初級講座内容
　受講者間の英語学習経歴は様々だが、外国人と話してみたい、外国に行った時に英語で
書かれたものを読んでみたい等、何かしら実生活に根付いた学習動機を持っていた。教材
はすべてハヤシ教授とロード准教授のオリジナルで、各回のトピックと言語材料は初級者
にとって無理のない語彙、構文を用いた。内容としては、大人の受講者の興味を引き付け
るような本物の場面が提示されている。例えば、第1回の「道案内」では、単に紙面上で
道案内を行うだけでなく、北千住駅の路線図をみながら、目的地に行くにはどの駅でどの
路線に乗り換えるのかを説明する活動があった。少々難しく思えたが、受講者自身が買い
物に行く場所や勤務地への行き方を説明することで、単純なドリルではなく本物のコミュ
ニケーション活動となった。
　初級講座では効果的な日本語使用が求められた。初回に、
“Japanese please!,” や “Please speak slowly!” と 発
言する受講者もいたが、この受講者の手元のノートには「困っ
たときに言う言葉」としてこれらの表現が大きく書かれてお
り、その真摯な態度には胸を打たれた。単に英語を日本語
訳するのではなく、例えば教材のADACHI CITY News-
letterの中で花火大会を扱った英文に、“The full impact 
of about 12,000 fireworks erupting within 1 hour 
will fascinate you.”　「（直訳）1時間に12,000発の花火
が「爆発する」様子は見るものを引きつけるであろう。」と
あるが、日本人にとっては夜空に「（花のように）開く花火」
との言葉と背景文化の違いを説明すると、受講者からは納
得の声があがった。

Ⅱ. 大人のための英会話初級講座（全５回 40名） 

足立区との連携が小中学校の教科としての英語支援だけにとどまらず区民全体に拡大されたことは、大学という高等教育機関が担うべき地域貢献のひとつの形を示したことに
なった。また初級講座には、明海大学で教職を履修している学生がボランティアとして受講者の学習支援を行った。生涯学習として生き生きと英語を学ぶ受講者の姿は、英語教
師を目指す学生にとって大きな刺激となり、「自律的学習」について考える良い機会となった。

Ⅲ．区民講座を終了して

2017年1月に締結された明海大学と足立区との連携協定には、区民の外国語学習活動の支援も含まれている。特に2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて東京都主催の「外国人お
もてなしボランティア講座」をすでに受講した区民から同様の講座開設の要望があり、これに応じる形で「ブラッシュアップ講座」が企画され、同時に英語初級者向けの講座も開設された。講師は
明海大学地域学校教育センター百瀬美帆准教授、MPPECパトリツィア・ハヤシ教授、タイソン・ロード准教授が務めた。

2018年1月14日　第４回講座の様子

ハヤシ教授・ロード准教授コメント
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今回の受講者は児童や生徒、またその兄弟とその親と多岐にわたり、年齢差はもち
ろん日本語の学習期間や習熟度にも差がある可能性もあったため、それぞれのニーズ
にこたえるための配慮をした結果、準備には相当な時間を要したが、受講者親子が楽
しそうに会場を後にする姿は講座を実施した側の励みとなった。

スライムの作成や実験を通して参加した受講者たちが日本語の理解や産出を機会を
設けることを第一の目的として支援を実施したが、当日の講座の様子から協働学習を
通して親子で日本語に親しむ機会になっていたことや、受講者と同じ母語の留学生や
かつては「外国にルーツをもつ子ども」として育った大学院生が講座のアシスタント
を担当していたことが受講者のリラックスして学習する一助になっていたことに気づ
くことができた。

Ⅴ.まとめにかえて

「親子で学ぶ楽しい日本語講座」は全二回、足立区生涯学習講座として開講された。この講座で日本語指導支援を実施した明海大学は児童や生徒ばかりでなく一緒に参加した家族にとっても意義のあ
る講座を展開することを目指し、使用教材や講座内容の検討をおこなった。
「スライム」の作成や「スライム」を使った実験を楽しみながら、実験などの工程や課題・場面設定に付随する文型や語彙の導入や産出・運用練習をする講座展開は、年齢差や日本語の習熟度の違い
がある参加者ひとりひとりのモチベーション維持の一助になっていたのではと考える。

明海大学は足立区との教育連携事業の一部である外国語教育に関する分野の支援の
一連の活動として、2回にわたり「親子で学ぶ楽しい日本語講座」を開講し、日本語
を母語としない足立区民を対象に日本語による活動を実施した。

足立区の外国人人口は27,417人で足立区総人口の約4％程度であるが、23区のな
かで新宿区、江戸川区に次いで3番目に外国人が多い区である。（東京都総務局統計部
人口統計課「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」平成29年1月1日現在）

今回の支援では学校や職場ではもちろん、日常生活においてよく使用される初級文
法の他に、日本語モノリンガルにとっては簡単である語彙であっても、学校や職場以
外での日本語使用が少ないと想定される受講者にとっては難しい語彙になりかねない
多義動詞や和語動詞をとりあげ産出・運用練習する機会を設けることとした。

Ⅰ. はじめに

知識やスキルの習得のための学びの場づくりを行うとともに、生きがいづくり、若
者支援、青少年の健全育成、母親支援、コミュニティの活性化など、地域や社会のさ
まざまな課題に対して、その解決につなげるための事業の一環として行われている講
座である。

Ⅱ. 足立区生涯学習講座とは
講師が見せながら

説明する
受講者による文型や

語彙の産出練習
受講者が

実際に行う

Ⅲ. 今回の講座概要

● 募集対象者：足立区立小・中学校に通う日本語を母語としない児童・生徒とその保護者
● 応募者の主な母語：英語、韓国語、タガログ語、中国語、ネパール語、ベトナム語、ロシア語

1．対象

Ⅳ. 講座内容

● 1回目（11月5日）
■講座内容

スライムの作成と作成過程のなかで日本語の4技能
を駆使し、動作の中から日本語を学習する。

■講座の主な流れ
①色水を作る。
②色水に洗濯のりを混ぜる。
③ホウシャ水溶液を作り、②の洗濯のりを色水に混ぜる。
※①~③の各工程は

● 2回目（12月10日）
■講座内容

1回目で作ったスライムを活用して
実験を行い、語彙の導入や産出・
運用練習を実施する。

■講座の主な流れ
①語彙の導入
②産出練習
③場面設定ならび課題設定を

行ったうえで実験を行う
④実験結果を発表する

　という順序で進行する。

1．各回の実施内容

本講座で参考にした教材は、『マリアとケンのいっしょににほんご『学び』につなが
る16の活動』である。この教材は日本語を母語としない子どもを対象としており、主
にごく初歩的・日常的な日本語を理解している小学生向けのテキストである。

指導対象が小学生だけではなく、中学生や兄弟の幼稚園生さらに親であると同時に、
日本語学習歴にも差があることを考慮し該当のテキストをもとにプリントを作成した。

＜参考教材＞ ＜使用プリント＞

2．参考テキスト
● 第1回：平成29年11月05日　午前10：00～11：30（90分）
● 第2回：平成29年12月10日　午前10：00～11：30（90分）

2．日時

● 足立区勤労福祉会館
住所：足立区綾瀬一丁目34番7-102号

3．会場

● 講師・企画
明海大学外国語学部日本語学科
中川仁 教授・木山三佳 教授

● グループアシスタント
■明海大学大学院応用言語学研究科　　

博士後期課程（2名）・博士前期課程（1名）
■明海大学外国語学部

日本語学科（3名）・英米語学科（1名）・
研究生（1名）

■明海大学経済学部
経済学科（1名）

● 全体の補助
■明海大学外国語学部

日本語学科（1名）
※グループアシスタントには主に日本語以外を母語としたり、ま

たは外国語で円滑にコミュニケーションが取れるたりする大
学院生や学部生が担当し、学習者（参加者）が安心して活
動に取り組める環境づくりを心掛けた。また、全体の補助に
は日本語教育現場での経験が学部生らが担当した。

4．担当

参考
文献

池田（三浦）香菜子（2017）「中国語を母語とする JSL 生徒の語彙力調査：小・中学校教科書で使われる多義動詞に着目
して」『日本語教育』166 号 pp93-107
内海由美子・澤恩嬉（2013）「外国人の母親に対する読み書き能力支援としてのエンパワーメント：幼稚園・保育園と連携
した主体的子育てを目指して」『日本語教育』155 号　pp51-65
西川朋美・細野尚子・青木由香（2016）「日本生まれ・育ちの JSL の子どもの和語動詞の産出：横断調査から示唆される
語彙力の「伸び」」『日本語教育』163 号 pp1-16
横田淳子・小林幸江（2007）『マリアとケンのいっしょににほんご『学び』につながる16 の活動』スリーエーネットワーク

龐淼＊・土屋真一＊＊ （＊明海大学大学院応用言語学研究科博士後期課程1年・＊＊明海大学大学院応用言語学研究科博士前期課程2年）

足立区民対象生涯学習講座（日本語）
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● 質問：英語は得意ですか、苦手ですか。
分析：「得意」「やや得意」の回答の合計は44％
である。一方「苦手」と感じる生徒が合わせて
56％いる。「苦手」と感じている生徒が「得意」
と感じている生徒より12％多く、過半数以上を
占めている。

● 質問：英語は好きですか。
分析：「好き」と「どちらかというと好き」を合
わせると57％である。約6割が英語に好意的で
ある。先の質問から「得意」と感じている生徒
は5割に満たないことから、英語が「不得意でも
好き」と感じる生徒がいることがわかる。

● 質問：あなたが英語を好きになった時期はいつですか。
分析：英語が好きになる時期は、「中学入学前」と「中1前半」が圧倒
的に多い。英語の習い始めである

「小学校」と学校が変わり大きな
変化を伴う「中1前半」に英語が
好きになる割合が大きい。まず、
生徒を英語好きにさせるために
は、つまり、生徒を「主体的な英
語の学習者」として長期的な視
点で育成するためには、この時期
が非常に大切であることが見え
てくる。この時期の学習体験がそ
の後の学習意欲に大きな影響を
与えることが示唆されている。

分析：好きになる理由として、一番大きな要
因は「授業」であることがわかる。「授業」が「楽
しい」とか「分かりやすい」と英語が好きに
なる大きな要因となるようだ。また授業と関
連してくるのが、「先生」要因である。そして、

「成績」要因も大きい影響があることがわか
る。英語の「いい成績」と英語に対する好意
度は関連しているようだ。別な要因としては、

「コミュニケーション」である。英語を使っ
て「コミュニケーション」できることが英語
好きに大きく関連しているようだ。このこと
からも、授業では英語を実際に使って「コミュ
ニケーション」する言語活動を中心に置き、
生徒にコミュニケーションの機会を多く設定
することが英語好きを増やすことにつながる
可能性がある。

● 質問：授業以外で普段、週何日程度英語を学習しますか
（塾や英会話、家庭教師なども含む）。

分析：約半数は家庭で週1，2
日英語の勉強をしていること
がわかる。それ以上勉強して
いる生徒も30％いる。一方、

「テスト前だけ」と「ほとんど
しない」を合わせると25％と
なり4人に1人の計算となり、
見過ごせない数字である。こ
ういう生徒には学習習慣が欠
如しているといえる。彼らの
学習習慣の形成が急務である
ことが見えてくる。

分析：最大の理由は、「文法が難しい」か
らである。次に、「テストでいい成績がと
れない」からである。さらに、「英単語の
発音やスペルが難しい」からである。こ
の要因に共通しているものは「能力」で
ある。英語に対して「能力」があると感
じれないことが原因になっているといえ
る。つまり、英語に対して自己効力感を
抱くことができない生徒は「英語嫌い」
になる傾向にあることがわかる。その次
に続く原因も「授業が分からないから」
や「発音が難しい」からである。これら
も能力要因である。これらの結果から、
生徒は自己効力感を感じることができな
いと否定的な気持ちを抱く傾向にあるこ
とがわかる。

● 質問：授業以外ではどのような英語の勉強をしていますか。
分析：家庭学習では、多くの生徒が学校から配られるワークシートやワークブックを活用していることがわ
かる。また、本文をノートに写す活動や単語の意味調べと練習、基本文の暗記もよく行われている。それに
続いて、本文を訳したり、音読したりしている。また、半数以上の生徒が塾や習い事の宿題によく取り組ん
でいることがわかる。一方、英語の本を読んだり、英語で映画を見たり、英語で日記を書くなど、「英語ラー
ナー」というより「英語ユーザー」としての活動を行っている生徒がいることがわかる。

● 質問：授業中、次のようなことはありますか。
分析：「本文の音読」や「本文の読解」、「リスニング」、「基本文の繰り返し練習」が授業で頻繁に行わ
れている。インプット活動とインプットをインテイクに変える活動が中心である。アウトプット活動と
して「ペアやグループワークでコミュニケーション」もよく行われている。

足立区立英語教育重点支援中学校生徒意識調査報告

足立区教育委員会と連携して、足立区中学生の英語に対する意識調査を行っており、今年度で2度目の実施となった。今年度は対象校を8校と増やし、質問項目を100問として実施した。その結果、
中学生の英語に対するさまざまな意識が見えてきた。生徒を「英語が得意で好き」にさせていくことが、主体的に英語学習に取り組む自律的な学習者へのカギであるといえる。そのために、この意
識調査の結果を教育現場に還元して、今後の提言につなげていきたい。

昨年度は、足立区が指定した英語教育重点支援校3校全学年（約800人）に生徒意識調査を実施した。本年度は、質問項目を一部改訂して100問にし、本年度の重点支援校全8校
の全学年の生徒（2488名）に意識調査を実施した。先行研究で行われたベネッセの意識調査（2014年）を参考にして質問項目を作成した。

Ⅰ. はじめに

今年度は、意識調査の対象校を昨年の3校から8校へと増やしてマークシート用紙を活用して実施できた。また、質問数も100問とし、質問内容を充実させることができた。動機
付けの分析を進めていきたい。また、この結果を足立区教育委員会と連携して、学校現場や教育施策に還元していきたい。

Ⅳ．今後の課題

１．調査対象校：
①千寿青葉中学校（337名）　 ②第五中学校（253名）　 ③第十中学校（464名）
④東島根中学校（278名）　 ⑤竹の塚中学校（196名）　 ⑥西新井中学校（568名）
⑦入谷中学校（97名）　⑧入谷南中学校（295名）

２．調査時期：2017年10-11月

Ⅱ. 調査概要

Ⅲ. 結果と分析（一部抜粋）

金子義隆 （教職課程センター 准教授）

３．調査方法：学校通しの質問紙による自記式調査
４．調査カテゴリー（計100問）：

①小学校での英語授業について　②中学校での英語授業について　
③英語学習全般について　④英語学習動機について

● 質問：あなたが英語を好きになった理由は何ですか。 ● 質問：あなたが英語を好きでなくなった理由は何ですか。
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56．外国の映画はをいつも英語（日本語字幕ありも含む）で見るようにしている

55．中学生向けの英字新聞や英語で書かれた本を読む

54．テレビやラジオ、インターネットの英語講座（教材）を利用する

53．自分で参考書や問題集を購入して問題を解く

52．塾や英会話教室、通信教育の予習・復習・宿題をする

51．英語で日記を書いたり、あるトピックについて自分の考えを書いたりする

50．授業で発表（スピーチや暗唱など）するための練習する

49．教科書に出ている基本文を覚える

48．教科書本文を覚える

47．教科書本文を声にだして読む

46．教科書本文を日本語に訳す

45．教科書本文をノートに写す

44．学校で配られたワークブックやワークシートの問題を解く

43．単語の意味調べをして何度か書いて練習する
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35. 大切だと思うことは先生に言われなくてもノートにとっている
34. 辞書を使って、単語について学ぶ

33. 文法のルールや単語の使い方などを友達に説明する
32. 自分の意見や考え、気持ちを習った英語の表現で書く

31. 英語を読むときは、意味のまとまりを意識意識していする
30. 英語を読むときは、英語らしく発音しようと意識していする

29. まとまった英文を読むとき、意味がわからない単語があっても読み進めている
28. まとまった英文を読むとき、場面や状況を想像しながら読んでいるむ

27. 英語を聞いているとき、どのような単語や表現を使っているか注意して聞く
26. 英語を聞いているとき、意味を想像しながら聞く

25．ワークや問題集の練習問題を解く
24．ペアワークやグループワークで英語を使ってコミュニケーションをとる

23．英語でスピーチやプレゼンテーションを行う
22．先生（ＡＬＴを含む）と英語を使ってコミュニケーションをとるする

21．単語の意味を調べたり、教科書本文を日本語に訳したりする
20．教科書本文を、声を出して読む

19．教科書本文を読んで、内容を理解する
18．英語を聞いてリスニングをして内容を理解する

17．単語や基本文を繰り返し言ったり、書いたりして練習する
16．英語でゲームを行う

15．英語の歌やチャンツを聞いたり、歌ったりする
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100．英語そのものが嫌いだから

99．外国の文化に興味がもてないから

98．テストでいい点（成績）が取れないから

97．英語を学ぶ必要（理由）が分からないから

96．授業の雰囲気が楽しくないから

95．英単語を発音したり、スペルを書いたりできないから

94．英語の文法が難しいから

93．英語の発音が難しいから

92．授業が分からないから
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137 301 626 1399
186 429 675 1135

207 530 827 906
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178 511 825 962
244 588 853 787

158 379 786 1145

223 569 835 846
292 636 810 737

671 963 499 339

682 758 559 474

487 734 724 529

90．洋楽や洋画、英語の本が好きだから

89．英語の勉強自体が好きだから

88．外国の人々や文化を知るのが楽しいから

87．テストでよい点数（成績）が取れた（取れる）から

86．先生や親、友達などが褒めてくれるから

85．英語を使って先生や友達とコミュニケーションをする
機会があるから

84．授業の雰囲気が良く、楽しく勉強できるから

83．授業が分かりやすいから

82．先生が一生懸命に教えてくれるから



Meikai University
2018年明海大学「大学と地域連携の未来」シンポジウム

概    要

足立区立中学校国際理解教育支援

（1）日程
 9:30 オリエンテーション
 10:45 明海大学出発
 12:00 足立区立第五中学校到着
 12:35 給食
 13:20 体育館入場
 13:25 開会式
 13:40 教室に移動
 13:50 グループ交流会開始
 15:10 閉会式
 16:00 バス乗車後出発
 17:00 明海大学到着

Ⅰ. 日　程

（2）グループ交流内容と事前指導（※）
◇各クラスを6グループに分け、1グループに1名の留学生または明海大学教員（ハヤシ教授・

ロード准教授）、さらに足立区小学校英語スーパーバイザー1名が加わり次の手順で交流した。
　① 足立区立第五中学校生徒自己紹介
　② 留学生自己紹介

※留学生の出身国や趣味などを記したメッセージカードを予め作成し、中学生が留学生の
母国や母語について事前調査できるようにする。

　③ 足立区立第五中学校生徒による日本文化紹介
※修学旅行の事前指導として、京都や奈良の文化について英語でまとめる。

　④ ③についての留学生との質疑応答
　⑤ 留学生により自国文化紹介
　⑥ ⑤について中学生との質疑応答

Ⅱ. 実施内容

（1）足立区立第五中学校生徒アンケート結果 （回答数98）
１．今回の交流会で留学生と英語でコミュニケーションをするのは楽しかった。
２．世界にはいろいろな文化があることを実感できた。
３．世界のいろいろな国の人と交流するには英語が必要だと感じた。
４．留学生と英語でうまくコミュニケーションをとれた。
５．もっと英語を話せるようになりたいと思った。
６．英語学習をさらに頑張る気になった。
７．このような交流会をまたやってほしい。

質問１　肯定的な回答（５と４の合計）　97% 
質問２　肯定的な回答（５と４の合計）　87%
質問３　肯定的な回答（５と４の合計）　96% 
質問４　肯定的な回答（５と４の合計）　67%
質問５　肯定的な回答（５と４の合計）　94% 
質問６　肯定的な回答（５と４の合計）　88%
質問７　肯定的な回答（５と４の合計）　90%

（2）明海大学留学生アンケート結果（回答数14）
※参加についてはほぼ全員が楽しかったなど，肯定的な回答を示した。感想の一部を示す。（原文のまま）

● It was so fun.  And I enjoyed it with the junior high school students. But I think next time, we should prepare much more topic to talk to. It will 
be much more fun I think.

● It was very well organized as a whole.  There was a long gap in the morning. So ideally the time would be reduced next time.
● I feel so good.  Everyone is friendly. They showed me a lot of photographs.  It’s so interesting.
● I think because they are 3rd year students, their English is quite good and can understand the whole conversation really well. I really had a 

great time with them.

Ⅲ．足立区立第五中学校生徒および明海大学留学生事後アンケート結果

日　時：2017年9月12日（火） 午前12時から午後4時
場　所：足立区立第五中学校 体育館・3年生A、 B、 C組教室
参加者：足立区立第五中学校3学年生徒 98名
　　　　明海大学留学生 14名
　　　　明海大学教員 6名 （うち2名はネイティブ教員）足立区教育委員会関係者

体育館に入場する留学生 グループ交流の様子（1） グループ交流の様子（2）

百瀬美帆（地域学校教育センター准教授）



百瀬美帆・金子義隆（教職課程センター准教授）

足立区立中学校授業改善支援

1．授業と補習支援
①月2回の定期訪問による授業観察と教科部会支援を行った。英語科教員3名の授業を観察し、

教科指導員と連携して教科部会で授業に対するフィードバックおよび授業展開や補習・家
庭学習に対してのアドバイスを行った。足立区立竹の塚中学校では、教科書を何回も使わせ
る「ラウンドシステム」という教授法を今年度より取り入れた。この新しい取り組みは3名の
教員にとって初めての試みであり、試行錯誤しながら授業に取り組んでいる。英語のイン
プットを十分に理解してインテイクに変え、それをアウトプットにつなげていく仕組みを作
ることがねらいである。このシステムの課題の一つは評価法である。パフォーマンステスト
を評価に入れることが授業と評価の一体化につながる。また、パフォーマンステストがある
ことによって、生徒は個人で、家庭でも英語の練習（特にスピーキング）をしなくてはならな
い。この練習がウォッシュバック効果を引き出し、英語力向上と英語に対する自信へつなげ
ることができる。

2．本学留学生と生徒の交流会
①主なねらいは、本学留学生の持つ文化や生活習慣、価値観などの多様性に触れ、小中学生に異

文化を理解し尊重する態度を育んでもらうこと、世界共通語とされている英語でコミュニ
ケーションする楽しさを体験することである。

②日程：2018年2月1日（木）
3．学校の感想
　「本校は昨年度から引き続き、留学生との交流を中心に置いた取組みを行っています。今年度
は中学校1年生に加え、連携校である西保木間小学校6年生の児童も一緒に交流会を行いまし
た。金子准教授には地域性や児童・生徒の実態等を把握していただきながら、本校と大学を結
ぶ太いパイプ役として相談をさせていただきました。生徒の英語力向上に向けて、今後も教員
の授業改善と指導力向上につながる連携事業を計画的に実施していきたいと思います。」

（足立区立竹の塚中学校　校長　茜谷佳世子先生）

１．授業と補習支援
①月2回の定期訪問による授業観察と教科部会支援を行った。英語科の教員3名の授業を観察し、

教科指導員と連携したりして授業に対するフィードバックおよび授業展開や補習・家庭学習に
対してのアドバイスを行った。3人の教員の抱いている課題が違っていた。そのため、授業を
観察した後に教員が抱える個人の課題をもとに、課題解決のためのアドバイスを行った。

２．教員からの声（一部抜粋）
　「授業や評価を行う上で迷っていることを相談させていただけて、いつも助かります。先日は
定期テストにおけるライティングの出題方法と評価について、アドバイスをいただきました。
特に評価に関しては、大きくAccuracyとFluencyとに分けて考えるべきだということ、どち
らにも同程度の重みをおくべきことを教わった。」 （宇内祐子教諭）
３．本学留学生と生徒の交流会
①目的：１）授業で学んだことを【スピーチ・やり取り】として実践する。

２）多文化理解の本交流会を学習の意欲を高める機会とする。
②内容：明海大学からの留学生を招き、クラスごとのテーマで交流する。（自己紹介等ですべて

多文化理解を含む）その後、体育館にて全体でクラス発表の学習の共有をする。
③日程：2018年2月6日
４．学校の感想
　「金子准教授には、今日的な英語教育の課題を踏まえた上で、４技能の指導方法やその評価
方法についてご指導をいただき、教員の授業改善意識が大いに高まりました。また、小学校
の外国語活動との円滑な接続、定期考査の出題方法、家庭学習の課題等、授業以外について
も具体的なご助言をいただき、即実践することができました。２月の留学生交流会を本連携
の集大成とし、生徒の英語への興味や関心をさらに高める機会としたいと考えております。」

（足立区立入谷南中学校　校長　遠藤哲也先生）

1．授業の特徴と改善への手がかり
　教諭３名は経験年数や研修経験に大きな違いがあり、授業にはそ
の個性が大きく反映されている。授業参観を繰り返すうちにそれぞ
れの先生方が直面する課題が明確になり、授業改善についての話し
合いは教科指導員を交えた三者面談の形式となった。
２．パフォーマンステストの改善
　明海大学との連携を機にパフォーマンステストについての基本概念を学び、公正な評価に
つながるテスト作成を目指すこととなった。
　指摘した点を改善してパフォーマンステストを実施した結果、３学年とも「相手に伝わる
英語であるか（正確さ）」「積極的に伝えようとしているか（態度）」「制限時間いっぱいまで
話せたか（情報量）」をそれぞれの学年に応じた表現でルーブリックに記述し、生徒に示すこ
とができた。3学年を貫く評価方法の基本概念が構築されたことで、生徒たちはどのクラス
でも、どの学年でも、同じ規準で評価されることとなり、テストとしての精度が上がるだけ

でなく、生徒自身の内的動機付けにつながると期待される。
３．教員からの声（一部抜粋）
　「パフォーマンステストの作成について、テスト形式から評価方法まで指導していただいた
ので、完成度の高いものができた。今まで教科の指導方法について教わる機会が少なかった
ので、今後授業改善できる。」 （伊藤由太教諭）
４．学校の感想
　本校では足立区英語教育重点支援校として、英語科教員の指導力向上による授業改善をめざ
し、とくにパフォーマンステストの充実を図ることを課題としている。百瀬美帆准教授には月
１回～２回の授業観察から、改善策を指導いただいた。パフォーマンステストでは取組方法や
評価方法等の改善が図られており、主体的に英語の学びに向かう力が向上してきたと感じてい
る。今後、その検証をするとともに、足立区内の中学校に成果を発信したいと考えている。

（足立区立千寿青葉中学校　校長　鈴木幸雄先生）

今年度は定期的に訪問できた中学校が増え、授業支援の取組みをより充実させることができた。この取組みを振り返り、課題を明確化して、足立区教育委員会と協議をして、さら
なる効果的支援の取組みを模索していきたい。

Ⅱ．足立区立竹の塚中学校への支援の取組み

Ⅲ．足立区立入谷南中学校への支援の取組み

Ⅳ．足立区立千寿青葉中学校への支援の取組み

１．授業改善のための助言
　3名の先生方には経験年数に差があり、個性も異なっていることから、訪問時には50分間
通して１授業を参観して、個々の課題に応じた改善のための助言を行った。1学年授業は、
帯活動での日付、曜日、天気などを聞く活動から始まるが、足立区内全小学校で行われてい
る外国語活動においても同様の会話が繰り返し行われていることを考慮すれば、定番のオウ
ム返し的な活動ではなく、生徒自身の創造性を刺激する帯活動ができるはずである。2年生、
3年生では、知識を教え込むことに重点が置かれがちなので、知識の獲得が生徒の自律的な
学習活動からなされる具体的な工夫を提案した。

２．教員からの声（一部抜粋）
　「授業展開のステージごとに効果的な指導が行われた点と、改善すべき点を明確にしていただき
ました。特に生徒の掌握に関して、良い評価をいただけたことが自信につながりました。また文法
指導に関して、生徒同士で法則を考えさせるグループワークを取り入れることもご提案いただき、
自分の指導法の幅を広げ改善していく道筋を示していただきました。」 （上尾栄美子教諭）
３．学校の感想
　今年度から、明海大学との連携事業に取り組ませていただきましたが、百瀬准教授を中心に、普
段の授業改善や小学校の外国語活動との連携等において、様々なご指導、ご助言をいただき、教
員の資質・能力の向上にとても役立っています。 （足立区立第五中学校 校長 平塚喜宏先生）

Ⅴ．足立区立第五中学校への支援の取組み

Ⅵ．今後の課題

　足立区と連携協定を締結した2016年度より、足立区の英語教育重点支援校に指定されている中学校に対して本学の研究・教育資源を生かした英語教育支援をおこなってきた。
今年度で2年目の取組みで、定期訪問を実施した中学校を昨年の1校から5校に拡大させた。各校には月に2度訪問することを基本として、各校の実情に合わせて大学教員が専門的
視点からの授業改善への助言を行った。

Ⅰ．はじめに

足立区教育委員会が2017年度重点支援校とした中学校のうち５校に定期訪問し、授業及び補習改善、留学生交流会の計画・実施などの支援を行った。それぞれの学校に特徴があり、課題も違って
いるため、それらに応じた支援に取り組んだ。

概    要
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